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「
日
本
の
食
の
安
全
」
特
別
コ
ー
ス

香

川

大

学

ニ
ュ
ー

ス

日
本
の
食
の
安
全
人
材
育
成
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
現
状
と
展
望
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は
じ
め
に
、本
ニ
ュ
ー
ス
の
表
題
が
こ
の　

号
か
ら「
日
本
の
食
の
安
全
」特
別
コ
ー

ス
と
な
り
、「
留
学
生
」
の
文
字
が
消
え
て
い
る
こ
と
に
気
づ
か
れ
た
で
し
ょ
う
か
？

こ
れ
は
、
昨
年
度
か
ら
日
本
人
の
参
加
を
認
め
、
留
学
生
と
一
緒
に
勉
学
で
き
る
プ
ロ

グ
ラ
ム
に
改
善
し
た
た
め
で
す
。
ま
だ
日
本
人
の
入
学
生
は
い
ま
せ
ん
が
、TO

EIC

(

ト
ー
イ
ッ
ク)

７
３
０
点
を
修
了
要
件
に
加
え
、
グ
ロ
ー
バ
ル
に
社
会
で
活
躍
す
る

人
材
を
育
て
る
こ
と
を
目
標
に
加
え
ま
し
た
。
詳
細
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
記
載
し
て

い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

　

お
陰
様
で
、
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
企
業
は　

社
、
賛
助
企
業
は
９
社
と
な
り
、
プ
ロ
グ

ラ
ム
の
輪
が
徐
々
に
広
が
っ
て
い
ま
す
。
平
成　

年
度
の
入
学
生
は
国
費
５
名
、
私
費

４
名
と
な
り
、
在
校
生
は
合
計　

名
に
な
る
予
定
で
す
。
新
入
生
の
国
籍
は
、
イ
ン
ド

ネ
シ
ア
３
名
、タ
イ
２
名
、ベ
ト
ナ
ム
２
名
、中
国
２
名
（
香
港
を
含
む
）
に
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
ハ
ノ
イ
工
科
大
学
と
の
学
術
国
際
交
流
協
定
の
締
結
を
予
定
し
て
お
り
、
こ

の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
通
じ
て
、
交
流
は
ま
す
ま
す
本
格
化
し
て
い
く
と
思
わ
れ
ま
す
。
今

後
は
、
ホ
ー
チ
ミ
ン
市
工
科
大
学
と
も
学
術
国
際
交
流
協
定
の
締
結
を
予
定
し
て
い
ま

す
。
と
は
言
え
、
学
生
や
教
員
の
交
流
は
す
で
に
始
ま
っ
て
お
り
ま
す
。
企
業
と
大
学

の
信
頼
関
係
を
強
化
し
つ
つ
、
教
育
実
績
を
積
み
、
日
本
の
食
の
安
全
人
材
育
成
プ
ロ

グ
ラ
ム
の
充
実
、
普
及
に
一
層
力
を
入
れ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

「
日
本
の
食
の
安
全
」
第
４
回
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
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年
４
月
よ
り
コ
ー
ス
名
が
日
本
の
食
の
安
全
留
学
生
特
別
コ
ー
ス
か
ら
日
本
の
食
の
安
全
特
別
コ
ー
ス
に
変
わ
り
ま
し
た
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私
は
、
現
在
、
中
国
の
青
島
に
住
ん
で
お
り
、
日
本
の
オ
タ
フ
ク
ソ
ー
ス
㈱
の
現
地
法
人
「
大
多
福
食
品(

青
島)

有
限
公
司
」
に
て
勤
務
し
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
は
開
発
関
係
の
仕
事
に
携
わ
っ
て
い
て
、
毎
日
、
日
本
で
学
ん
だ
事
を

生
か
し
て
中
国
人
の
お
客
さ
ん
に
向
け
て
お
い
し
い
ソ
ー
ス
を
作
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
ろ
そ
ろ
卒
業
し
て
２
年
に
な
り
ま
す
が
、
香
川
大
学
に
い
た
２
年
間
の
思
い
出
は
よ
く
浮
か
ん
で
き
ま
す
。
本
当

に
す
ば
ら
し
い
２
年
間
だ
っ
た
と
思
っ
て
い
ま
す
。
日
本
語
の
勉
強
に
つ
い
て
は
、
単
純
に
勉
強
の
み
な
ら
ず
、
暇
な

時
間
を
利
用
し
て
研
究
室
の
日
本
人
の
皆
さ
ん
と
会
話
し
て
み
る
こ
と
が
お
勧
め
で
す
。
生
活
す
る
上
で
は
、
讃
岐
う

ど
ん
の
よ
う
な
お
い
し
い
日
本
食
を
満
喫
し
な
が
ら
、
日
本
で
の
留
学
生
活
を
し
っ
か
り
楽
し
ん

で
く
だ
さ
い
。
皆
さ
ん
も
有
意
義
な
留
学
生
活
を
経
験
し
、成
長
し
て
ほ
し
い
で
す
。
そ
れ
で
は
、

皆
さ
ん
の
ご
活
躍
を
祈
っ
て
お
り
ま
す
。　
　
　
　

 　

今
、
日
本
で
は
若
者
の
人
口
が
減
少
し
、
私
立
大
学
の
入
学
生
が
定
員
の
５
ー
７
割
に
な
っ
て

い
る
そ
う
で
す
。
人
口
減
少
は
頭
脳
の
多
様
性
を
狭
め
、
産
業
を
支
え
る
サ
イ
エ
ン
ス
の
革
新
的
な

発
展
が
滞
る
危
険
性
を
は
ら
ん
で
い
ま
す
。
日
本
化
学
会
で
は
、
毎
年
、
春
期
年
会
が
行
わ
れ
て
い

ま
す
が
、
こ
の
年
会
を
段
階
的
に
英
語
で
行
う
こ
と
を
決
定
し
ま
し
た
。
一
方
、
東
京
大
学
で
は
、

講
義
を
英
語
で
行
う
学
部
が
現
れ
始
め
ま
し
た
。
英
語
に
よ
る
講
義
に
は
賛
否
両
論
あ
り
ま
す
が
、

海
外
の
優
秀
な
留
学
生
は
、
英
語
に
よ
る
授
業
が
は
じ
ま
る
と
日
本
留
学
を
考
え
る
者
も
出
て
き
ま

す
。

　

ア
メ
リ
カ
社
会
は
、さ
ま
ざ
ま
な
優
秀
な
研
究
者
を
ア
メ
リ
カ
に
集
め
、世
界
の
科
学
技
術
を
リ
ー

ド
し
、
ア
メ
リ
カ
ン
ド
リ
ー
ム
文
化
を
育
て
て
き
ま
し
た
。
一
方
、
日
本
は
、
世
界
の
最
新
の
科
学

技
術
を
学
ぶ
た
め
、
情
報
を
素
早
く
翻
訳
し
、
語
学
の
壁
を
感
じ
る
こ
と
な
く
、
最
先
端
の
知
識
を

得
る
努
力
を
し
て
き
ま
し
た
。
こ
の
便
利
さ
が
か
え
っ
て
、
日
本
人
の
英
語
に
よ
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
の
必
要
性
を
軽
ん
じ
る
結
果
に
な
り
、
日
本
の
科
学
教
育
が
ガ
ラ
パ
ゴ
ス
化
し
や
す
い
土
壌

を
作
り
上
げ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　

先
月
、
中
国
上
海
の
有
名
な
高
等
学
校
を
訪
問
し
ま
し
た
が
、
高
校
と
世
界
の
有
名
大
学
と
の
交

流
が
進
ん
で
い
ま
し
た
。
米
国
の
ト
ッ
プ
大
学
は
無
試
験
で
有
能
な
中
国
の
学
生
を
ど
ん
ど
ん
入
学

さ
せ
て
い
ま
す
。
ト
ッ
プ
人
材
は
代
え
難
い
国
の
財
産
な
の
で
す
。
東
京
の
大
学
も
同
様
の
学
生
の

獲
得
を
試
み
ま
し
た
が
、
日
本
の
入
試
制
度
に
よ
り
、
無
試
験
で
学
生
を
入
学
さ
せ
る
こ
と
が
で
き

ず
、
学
生
の
推
薦
を
断
っ
た
そ
う
で
す
。
留
学
生
獲
得
の
た
め
の     

月
入
学
も
頓
挫
し
、
留
学
生

の
入
試
の
簡
便
化
も
で
き
な
い
現
状
が
あ
る

の
で
す
。
大
学
は
鎖
国
を
解
き
、
グ
ロ
ー
バ

ル
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
を
取
り
入
れ
、
開
国
の
時

代
に
ふ
さ
わ
し
い
地
球
規
模
の
共
学
社
会
実

現
に
動
き
出
す
時
と
な
り
ま
し
た
。

   

去
る
２
月　

 

日
（
火
）
に
「
日

本
の
食
の
安
全
」
第
４
回
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
が
農
学
部
で
開
催
さ
れ
、

企
業
の
講
師
３
名
の
方
々
よ
り
各

企
業
の
取
組
み
に
つ
い
て
の
ご
報

告
が
あ
り
ま
し
た
。

  

ま
ず
、（
一
社
）
日
本
冷
凍
食
品

協
会
常
務
理
事
の
尾　

昭
秀
氏
か

ら
「
冷
凍
食
品
業
界
に
お
け
る
食

の
安
全
の
取
組
み
」
に
つ
い
て
、
次
に
、
味
の
素
冷
凍
食
品
㈱

総
務
部
の
石
井
謙
二
氏
よ
り
「
味
の
素
冷
凍
食
品
㈱
の
環
境
へ

の
取
組
み(CSR

視
点
で)

」、
オ
タ
フ
ク
ソ
ー
ス
㈱
執
行
役
員
の

松
本
重
訓
氏
よ
り
「
社
会
貢
献
活
動
と
食
育
」
に
つ
い
て
、
そ

れ
ぞ
れ
の
講
師
の
方
が
、
最
新
で
と
て
も
興
味
深
い
お
話
を
し

て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
３
月
２
日

（
月
）
に
は
農
学
部
で

「
健
康
長
寿
社
会
を
支

え
る
食
品
科
学
研
究
の

最
前
線
」
を
テ
ー
マ
に

食
品
安
全
・
機
能
解
析

研
究
セ
ン
タ
ー
第
５
回

セ
ミ
ナ
ー
も
開
催
さ

れ
、
広
島
大
学
の
上
野

聡
先
生
、
愛
媛
大
学
の
西
脇
寿
先
生
、 

愛
媛
大
学
大
学
院
連
合
農

学
研
究
科
のChivero Peter 

氏
と
佐
藤
彰
彦
氏
の
４
名
の
講
師

の
方
々
よ
り
貴
重
な
お
話
が
あ
り
ま
し
た
。
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
・

セ
ミ
ナ
ー
共
に
多
数
の
方
に
ご
参
加
い
た
だ
き
、
活
発
な
討
論

と
質
疑
応
答
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

       

私
は
、
タ
イ
の
チ
ェ
ン
マ
イ
大
学
農
産
学
部
を
卒
業
後
、
香
川
大
学
大
学
院
農
学
研
究
科
食
品
た
ん
ぱ
く
質
研
究
室

で
食
品
た
ん
ぱ
く
質
の
精
製
と
性
質
を
研
究
し
ま
し
た
。
現
在
、
キ
ン
グ
醸
造
㈱
の
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
工
場
の
国
際
事
業

本
部
に
て
業
務
に
従
事
し
て
お
り
ま
す
。

　

私
は
海
外
に
あ
る
日
系
の
会
社
で
、
日
本
人
と
外
国
人
の
交
流
の
手
助
け
を
し
た
い
と
考
え
、「
日
本
の
食
の
安
全
」

留
学
生
特
別
コ
ー
ス
に
参
加
し
ま
し
た
。
２
年
間
、
専
門
以
外
に
も
、
物
流
や
ビ
ジ
ネ
ス
管
理
、
国
際
食
品
産
業
特
論
、

ビ
ジ
ネ
ス
日
本
語
を
学
び
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
日
本
人
の
考
え
方
を
も
っ
と
理
解
し
た
い
と
思
い
、
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ナ
ー

と
日
本
の
文
化
（
茶
道
）
を
学
び
ま
し
た
。
ま
た
、
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
で
い
ろ
い
ろ
な
工
場
を
見
学
し
、
実
習
に
取

り
組
み
、
そ
こ
で
多
く
の
経
験
を
積
む
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
お
か
げ
さ
ま
で
、
現
在
の
会
社
に
就
職
し
て
、
日
本
人

と
ス
ム
ー
ズ
に
働
く
こ
と
が
出
来
て
い
ま
す
。

　

世
界
に
は
日
系
の
会
社
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
が
、
日
本
語
と
日
本
人
の
考
え
方
を
す
べ
て
理

解
で
き
る
外
国
人
は
ま
だ
ま
だ
少
な
い
と
思
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
後
輩
に
と
っ
て
の
チ
ャ
ン
ス
で

す
。
ぜ
ひ
頑
張
っ
て
欲
し
い
で
す
。
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食品安全・機能解析研究セミナーでの研究紹介
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